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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
原
子
力
産
業
協
会
の
カ

ー
ル
・
ベ
ル
グ
ロ
フ
事
務
局
長
は
、
ロ
シ

ア
の
侵
攻
を
踏
ま
え
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
武

器
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
」
と
の
認
識
を

示
し
ま
し
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
こ
の
数
年
、
電

化
が
進
み
、
電
力
需
要
が
増
大
す
る
一
方

で
、
送
電
網
等
の
不
安
定
さ
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
昨
年
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻
が
重
な

り
、
よ
り
一
層
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
電
力
供

給
の
不
足
が
深
刻
と
な
っ
て
、
よ
う
や

く
国
民
も
こ
の
危
機
に
気
づ
い
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

現
在
、
国
民
の
五
九
％
が
新
規
建
設

を
支
持
し
、
一
方
で
、
原
子
力
を
段
階

的
に
廃
止
す
る
と
し
て
い
る
の
は
八
％

の
み
と
の
こ
と
で
す
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
二
〇
二
二
年

の
選
挙
で
、
原
子
力
を
全
面
推
進
す
る

政
権
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

依
然
、
反
対
す
る
政
党
に
よ
る
政
治

的
リ
ス
ク
は
存
在
す
る
も
の
の
、
以
前

の
政
策
で
は
、
一
〇
〇
％
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、

ロ
シ
ア
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
途

絶
え
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　
「
二
〇
二
一
年
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
全
体
の
三
四
％
を
占
め
た
ロ
シ
ア
か
ら

の
天
然
ガ
ス
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
、
昨

年
途
絶
え
ま
し
た
」
と
訴
え
た
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
経
済
雇
用
省
原
子
力
・
燃
料
局
次
長
の
リ

ー
サ
・
ヘ
イ
キ
ン
ヘ
イ
モ
氏
。

　

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、
発

電
量
の
約
三
五
％
を
担
っ
て
い
る
原
子
力

が
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
使
用
済
み
燃
料

の
最
終
処
分
地
の
建
設
も
進
み
、
他
国
よ
り

一
歩
先
ん
じ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
四
年
末
に

は
、
操
業
開
始
の
予
定
で
す
。

　

約
四
〇
年
間
続
け
て
い
る
国
民
の
意
識
に

関
す
る
調
査
も
、
昨
年
は
、
六
〇
％
が
原
子

力
を
支
持
、一
〇
％
が
反
対
と
の
こ
と
で
す
。

　

支
持
が
多
い
主
な
要
因
と
し
て
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
で
は
、
発
電
所
敷
地
内
に
発
電
所
を

所
有
す
る
電
力
会
社
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
が
地
域
に
密
着
し
、
住
民
に
は
責
任

を
も
っ
て
運
転
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
、
信

頼
を
得
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

社
会
や
国
民
に
対
し
て
透
明
性
を
も
っ

て
、
そ
の
議
論
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
大
切
と
、
ヘ
イ
キ
ン
ヘ
イ
モ
氏
は

強
調
し
ま
し
た
。

各
国
で
再
評
価
が
進
む
原
子
力

― 

第
五
六
回
　
原
産
年
次
大
会
開
催 

―

追跡

原子力
四
月
一
八
日
～
一
九
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
日
本
原
子
力
産
業
協
会
に
よ
る

第
五
六
回
原
産
年
次
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
契
機
に
、化
石
燃
料
等
の
多
く
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
い
た
国
々
な
ど
で
は
、

一
気
に
緊
迫
化
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
に
影
響
が
生
じ
る
中
、
国
際
的
に
取
り
組
む
べ
き
気
候
変
動
等
の
課
題
解
決

に
も
支
障
が
生
じ
て
い
ま
す
。
　
　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
本
大
会
で
は
、
国
内
外
の
関
係
者
が
集
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

と
原
子
力
の
最
大
限
の
活
用
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
と
く
に
各
国
の
原
子
力
利
用
の
再
評
価
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
部
）

●第 56回　原産年次大会
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局
長
は
強
調
し
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｕ
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
域
内
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
の

実
質
ゼ
ロ
化
を
目
指

し
、
原
子
力
へ
の
産

業
お
よ
び
財
政
支
援

の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。
今

後
、
大
型
原
子
力
発

電
だ
け
で
な
く
、
原

子
力
利
用
に
よ
る
地

域
暖
房
や
水
素
製
造

の
ほ
か
、
小
型
モ
ジ

ュ
ー
ル
炉（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）

等
の
技
術
の
開
発
を

支
援
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、

原
子
力
を
ベ
ー
ス
ロ

ー
ド
電
源
と
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
多
く
の

原
子
力
発
電
所
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

現
在
、
一
〇
〇
％
の
低
炭
素
発
電
と
明
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

稼
働
中
の
原
子
力
の
数
も
、
一
〇
基
ま
で

と
制
限
さ
れ
て
い
た
規
定
を
、
削
除
す
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

韓
国
の
慶キ
ョ
ン
ヒ熙
大
学
の
チ
ョ
ン
・
ボ
ム
ジ
ン

教
授
か
ら
は
、
二
〇
二
二
年
、
前
政
権
の
脱

原
発
政
策
か
ら
五
年
ぶ
り
に
大
統
領
が
交

代
し
、
ユ
ン
大
統
領
が
就
任
し
て
以
来
、
原

子
力
推
進
に
舵
が
切
ら
れ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ン
大
統
領
は
、
既
設
炉
の
運
転
を
延
長

し
、
原
子
力
発
電
を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と

し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

ま
た
原
子
力
を
二
酸
化
炭
素
削
減
の
要

と
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
復
活
に
は
原

子
力
発
電
の
新
設
が
有
効
で
あ
る
と
の
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
子
力
プ
ラ
ン
ト
の
輸
出
に
も
力
を
入

れ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

国
民
の
中
に
は
反
原
発
の
声
は
強
い
が
、

七
〇
％
近
く
は
、
推
進
の
意
思
を
示
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

韓
国
で
は
、
賛
成
、
反
対
の
双
方
の
意
見

も
公
開
で
一
カ
月
近
く
徹
底
し
て
討
論
し

た
り
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
し
て
積
極

的
に
原
子
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
い
い
ま

す
。
チ
ョ
ン
氏
自
身
も
三
〇
〇
本
近
く
記
事

を
投
稿
し
た
よ
う
で
す
。

原
発
建
設
に
新
た
な
資
金
調
達
モ
デ
ル

を
進
め
る
イ
ギ
リ
ス

　

ド
イ
ツ
で
は
、
四
月
一
五
日
に
、
運
転
し

て
い
た
原
子
力
発
電
所
三
基
が
停
止
し
、

「
脱
原
子
力
」
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

二
〇
三
五
年
ま
で
に
国
内
の
原
子
力
発

電
所
七
基
を
全
廃
方
針
の
ス
ペ
イ
ン
や
、
ス

イ
ス
も
段
階
的
に
廃
止
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
欧
州
で
は
、
原
子
力
発
電
を

廃
止
す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
、

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
新
た
な
新
設

計
画
を
発
表
し
、
ベ
ル
ギ
ー
は
す
べ
て
の
原

子
力
発
電
所
の
運
転
停
止
か
ら
一
部
稼
働

へ
見
直
し
を
し
ま
し
た
。

　

チ
ェ
コ
や
、ハ
ン
ガ
リ
ー
、ポ
ー
ラ
ン
ド
、

オ
ラ
ン
ダ
等
も
新
設
計
画
が
あ
り
ま
す
。

　
「
現
在
、
欧
州
は
、
九
九
基
の
原
子
力
発

電
が
運
転
し
、
電
力
の
二
五
％
を
賄
っ
て
い

ま
す
。
原
子
力
発
電
は
、
一
〇
〇
万
人
の
雇

用
を
生
み
出
し
、
年
間
一
〇
〇
〇
億
ユ
ー
ロ

の
経
済
効
果
に
貢
献
し
て
い
る
」
と
欧
州
原

子
力
産
業
協
会
の
イ
ヴ
・
デ
バ
ゼ
イ
ユ
事
務

変化するEUの電力バランス

•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•

多くのEU加盟国が原子力への投資や原子力利用継続の
計画を発表している：

多くの国は反対も賛成もしておらず（イタリア等）、
それは良い兆候である

原原子子力力支支持持
原原子子力力反反対対 • ブルガリア

• チェコ共和国
• エストニア
• フィンランド
• フランス
• ハンガリー

• オランダ
• ポーランド
• ルーマニア
• スロバキア
• スロベニア
• スウェーデン

出典：欧州原子力産業協会デバゼイユ氏資料
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「
何
も
し
な
け
れ
ば
二
〇
三
五
年
ま
で
に

ほ
ぼ
す
べ
て
の
原
子
力
発
電
の
運
転
が
終

了
し
て
し
ま
い
ま
す
」
と
危
機
感
を
示
す
の

は
、
イ
ギ
リ
ス
原
子
力
産
業
協
会
理
事
長
の

ト
ム
・
グ
レ
イ
ト
レ
ッ
ク
ス
氏
で
す
。

　

今
後
、
大
型
新
設
炉
を
は
じ
め
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ

や
高
温
ガ
ス
炉
の
実
用
化
を
推
進
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
原
子
力
建
設
を
支
援

す
る
資
金
調
達
の
枠
組
み
と
し
て
規
制
資

産
ベ
ー
ス
（
Ｒ
Ａ
Ｂ
）
モ
デ
ル
の
適
用
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
発
電
所
の
建
設
に
は
、
多
額
の
コ

ス
ト
が
か
る
た
め
、
建
設
者
が
建
設
資
金
を

賄
い
、
発
電
後
に
よ
う
や
く
資
金
が
回
収
で

き
る
し
く
み
で
し
た
。
Ｒ
Ａ
Ｂ
で
は
、
建
設

者
が
建
設
段
階
に
お
い
て
も
消
費
者
の
電

気
利
用
料
金
か
ら
規
定
価
格
を
徴
収
で
き
、

収
入
が
得
ら
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
計
画
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ズ
ウ
ェ
ル
Ｃ
発

電
所
に
今
後
、
適
用
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

先
進
型
炉
へ
の
期
待

　

世
界
で
最
も
多
い
九
二
基
の
原
子
力
発

電
所
を
有

し
、
八
〇
年

の
運
転
可
能

期
間
を
打
ち

出
し
て
い
る

ア
メ
リ
カ
。

　

ア
メ
リ
カ

原
子
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
協
会

エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
・
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の

キ
ャ
ロ
ル
・

ベ
リ
ガ
ン
氏

は
、
原
子
力

利
用
の
メ
リ

ッ
ト
を
二
酸

化
炭
素
排
出

削
減
の
効
果

だ
け
で
な

く
、
六
〇
〇

億
ド
ル
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
へ
の
貢

献
、
地
域
経

済
や
雇
用
の

面
か
ら
も
大
変
有
効
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
と
二
〇
件
以
上
の
先
進
型
炉

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
む
カ
ナ
ダ
で
は
、

「
気
候
変
動
」
で
は
な
く
、
す
で
に
「
気
候

危
機
」
と
言
わ
れ
、
将
来
を
見
据
え
た
原
子

力
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
原
子
力
協
会
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
リ

ス
テ
ィ
デ
ィ
ス
副
理
事
長
か
ら
は
、
カ
ナ
ダ

各
州
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
等
の
推
進
状
況
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
州
で
は
、
Ｇ
Ｅ
日
立
ニ

ュ
ー
ク
リ
ア
・
エ
ナ
ジ
ー
社
と
の
協
力
で
、

Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
Ｂ
Ｗ
Ｒ
Ｘ
―
３
０
０
の
導
入
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
回
帰
が
進
む
国
々
で
共
通
す
る

の
は
、
深
刻
化
す
る
気
候
変
動
へ
の
対
策

と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
に

伴
う
各
国
民
の
危
機
意
識
で
し
た
。

　

各
国
と
も
原
子
力
の
役
割
を
明
確
に
し
、

将
来
の
危
機
に
対
し
て
人
材
、
技
術
、
そ
し

て
原
子
力
産
業
基
盤
を
支
え
る
一
連
の
流

れ
の
構
築
に
至
る
ま
で
、
す
で
に
積
極
的
に

準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。

追 跡 原 子 力
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プロジェクトを計画中または検討中

建設中

先進型炉に関する州の行動または
ステークホルダーの関心

先進型炉導入計画
計画中または検討中のプロジェクトは米国とカナダで20以上、世界で30以上

2023年2月28日に更新

出典：アメリカ原子力エネルギー協会ベリガン氏資料


